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2広報「 」平成19年4月号

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
　
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｔ 

よ
さ
ん 
予 
算 

一般会計予算額　122億6,700万円

民生費
31億6,529万9千円
（25.8％）

衛生費
12億92万4千円
（9.8％）

農林商工費
4億4,762万5千円（3.7％）

土木費
21億7,302万5千円
（17.7％）消防費

4億4,875万6千円
（3.7％）

教育費
19億1,609万3千円
（15.6％）

公債費
14億3,926万8千円
（11.8％）

災害復旧費
238万円（0％）

予備費 500万円（0％）
議会費
1億7,538万4千円
（1.4％）

総務費
12億1,768万9千円
（9.9％）

諸支出金
7,555万7千円
  （0.6％）

市税
46億944万5千円
（37.6％）

地方交付税
25億3,000万円（20.6％）

配当割交付金
1,500万円（0.1％）

株式等譲渡所得割
交付金 1,000万円（0.1％）

地方譲与税
1億3,100万円
（1.1％）

利子割交付金
2,000万円（0.2％）

地方消費税交付金
2億8,300万円（2.3％）

自動車取得税交付金
7,000万円（0.6％）

地方特例交付金
5,300万円（0.4％）

交通安全対策特別交付金
600万円（0％）

分担金及び負担金
1億5,929万円（1.3％）

国庫支出金
9億7,016万5千円
（7.9％）

県支出金
5億4,674万3千円
（4.4％）

諸収入
1億4,644万3千円（1.2％）

市債
8億3,010万円
（6.8％）

財産収入
2,078万1千円
（0.2％）

寄附金
257万1千円
（0％）

繰入金
15億8,800万円
（12.9％）

繰越金
8,000万円（0.7％）

使用料及び手数料　
1億9,546万2千円
（1.6％）
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用　用　 語　語　 説　説　 明明
☆歳入科目
市税
市民のみなさまから納めていただく市民税・固定資
産税など　
地方譲与税
自動車重量税など、国税として徴収して市へ譲与さ
れるお金
利子割交付金
金融機関等からの利子の支払を受ける際に課税された
税の一部を財源として、県から市へ交付されるお金
配当割交付金
県民税として平成16年1月1日以降に支払われる特
定配当等について課税され、市に交付される一定相
当額
株式等譲渡所得割交付金
県民税として平成16年1月1日以降に発生する譲渡
益等に課税され、市に交付される一定相当額
地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県から市に交付さ
れるお金
自動車取得税交付金
県で徴収する自動車取得税の中から市に交付される
お金
地方特例交付金
恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てんす
るための、地方税の代替的性格を有する財源で、国
から交付されるお金
地方交付税
所得税など国が徴収する税金の中から市町村などの
地方公共団体に交付されるお金
交通安全対策特別交付金
交通違反で国に支払われるお金の中から交付される
お金
分担金及び負担金
特定の利益を受ける人から徴収するお金（保育料など）

使用料および手数料
市施設の使用料や住民票の交付手数料など
国庫支出金
市が行う特定の公共事業などに、国から交付される
お金
県支出金
市が行う特定の公共事業などに、県から交付される
お金
財産収入
基金から生じる利息や、市の財産を貸し付けたり売
却することにより生じるお金
寄附金
市民の方々や団体などから受ける金銭による寄附
繰入金
市の基金から取り崩し、一般会計に繰り入れるお金
繰越金
前年度の決算額から生じる差額（前年度決算による
剰余金）
諸収入
他の収入科目に含まれない収入をまとめたもので、
延滞金、預金利子、雑入など
市債
事業などを行うために国や金融機関などから借り入れ
るお金

☆歳出科目
議会費
市議会の運営や市議会議員の報酬などに使われるお金

総務費
市の財産管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計
など市の総括的な事務に使われるお金
民生費
社会福祉や老人福祉、保育所の運営費用などに使わ
れるお金
衛生費
各種検診や予防接種、ゴミの処理などに使われるお金

農林商工費
農林畜産業の振興や農林道の整備、商工業や観光の
振興などに使われるお金

特別会計予算額 

（単位：千円） 

会　　　計　　　名 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介護保険（保険事業勘定）特別会計 

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

学 校 給 食 特 別 会 計  

住宅新築資金等貸付金特別会計 

霊 苑 事 業 特 別 会 計  

葛城市・広陵町介護認定審査会特別会

当 初 予 算  

3,480,300 

2,625,000 

1,785,700 

14,100 

2,265,000 

274,800 

3,924 

127,400 

16,890

企業会計予算額 
（単位：千円） 

水 道 事 業 会 計 

収 益 的 収 入  

収 益 的 支 出  

資 本 的 収 入  

資 本 的 支 出  

当 初 予 算  

794,529 

758,673 

135,900 

373,252

土木費
道路や河川の整備、公園管理、公営住宅管理などに
使われるお金
消防費
消防活動や消防施設の整備、防災事業などに使われ
るお金
教育費
学校の増改築、学校教育、社会教育、生涯学習、文
化財保護などに使われるお金
災害復旧費
災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費
市が借りたお金の元金と利子の償還などに使われる
お金
諸支出金
基金への積立金などのお金
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葛
城
市
長川

　
義
　
彦

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
　
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｙ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｒ 

し
せ
い
ほ
う
し
ん 
施 

政 

方 

針 
平
成
十
九
年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
停
滞
の
ト
ン
ネ
ル
を
よ
う
や
く
抜
け
出
し
、
民
間
需
要
に
支
え

ら
れ
つ
つ
景
気
回
復
が
認
め
ら
れ
「
筋
肉
質
の
経
済
構
造
」
に
変
貌
し
、
未
来
へ
の
明
る
い

展
望
が
も
て
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
景
気
の
回
復
動
向
は
依
然

と
し
て
地
域
間
格
差
が
あ
り
、
業
種
や
規
模
に
よ
る
企
業
の
業
績
に
お
い
て
も
、
大
企
業
に

比
べ
中
小
企
業
の
経
営
状
況
は
い
ま
だ
厳
し
く
、
ま
た
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
景
気
回
復

の
実
感
に
は
程
遠
く
、
そ
の
先
行
き
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地
方
交
付
税
の
改
革

及
び
税
源
移
譲
と
い
っ
た
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
き
た
な
か
、
と
り
わ
け
地

方
交
付
税
の
改
革
に
よ
り
歳
入
面
に
及
ぼ
す
経
常
一
般
財
源
は
減
少
の
一
途
で
あ
り
、
歳
出

面
に
お
い
て
は
医
療
費
を
は
じ
め
と
す
る
扶
助
費
の
増
加
や
制
度
改
正
に
よ
る
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
十
九
年
度
は
、
昨
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
総
合
計
画
の
ス
タ

ー
ト
の
年
で
あ
り
、
葛
城
市
が
め
ざ
す
都
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
悠
久
の
ロ
マ
ン
と
次

代
の
英
知
が
織
り
な
す
爽
快
都
市
シ
テ
ィ
ー

〜
葛
城
〜
」
の
実
現
に
向
け
「
安
全
･
安
心
」「
愛
着
･
快

適
」「
や
さ
し
さ
･
生
き
が
い
」「
参
画
･
活
力
」
の
四
つ
を
政
策
の
柱
と
し
て
、
予
算
案
を

編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策
に

つ
き
ま
し
て
、
総
合
計
画
に
定
め
ま
し
た

四
つ
の
政
策
の
柱
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要

を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
　
一

「
安
全
・
安
心
」

の
ま
ち
づ
く
り

〜
安
心
が
ま
も
ら
れ
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
〜

（
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
確
保
）

近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が

相
次
い
で
発
生
し
、
全
国
各
地
に
お
い
て

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
。
本
市
の
子
ど
も
の
安
全
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
生
の
下
校
時
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
児
童

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
パ
ト
ロ
ー
ル
員
を
一

人
増
員
し
て
十
五
人
体
制
で
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、

葛
城
市
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
各
団
体

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
職
員
と
各
団
体

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
協
働
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
授
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
本
年
度
は
忍
海
小
学
校
校
舎
改

築
工
事
及
び
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工

（
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

ま
ず
、
今
後
十
年
間
で
災
害
時
に
お
け

る
想
定
人
的
被
害
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う

「
奈
良
県
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
目
標
に
従
い
、
本
市
の
防
災

連
絡
体
制
や
具
体
的
な
対
応
を
定
め
る

「
葛
城
市
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
策
定
に
本
年
度
か
ら
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
九
月
一
日
の

「
防
災
の
日
」
前
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
「
防
災
講

演
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大

規
模
な
災
害
発
生
時
に
市
民
の
皆
様
が
市

内
十
三
箇
所
の
広
域
避
難
所
に
円
滑
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
広
域
避
難
所
に
対
し
避

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

ま
ず
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
緊
急
通
報
装
置
貸
与

事
業
」「
安
心
メ
ー
ル
事
業
」「
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
」「
毎
日
訪
問
員
事
業
」
な
ど
を
通
し
て
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
公
共
施
設
利
用
者
が
心
肺
停
止
に

陥
っ
た
場
合
に
備
え
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）」
を
、
當
麻
文
化
会
館
、
中
央

公
民
館
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
の
三
施
設
に

設
置
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
度

設
置
い
た
し
ま
し
た
四
施
設
と
合
わ
せ
て
、

市
内
七
箇
所
の
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
消
防
署
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
様
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
器
を

事
を
行
う
と
と
も
に
、
白
鳳
中
学
校
北
館

棟
の
地
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
も
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

難
施
設
案
内
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
市
内
の
全
大
字
に
対
し
組
織

結
成
に
向
け
て
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
十
五
カ
大
字
で

結
成
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き

続
き
結
成
に
向
け
て
の
支
援
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
に
お
き
ま
し

て
は
、
自
主
防
災
組
織
及
び
各
大
字
を
中

心
と
し
た
地
域
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
国
民
保
護
計
画
の
「
避
難
実
施

要
領
」
は
、
国
の
対
策
本
部
か
ら
の
避
難

指
示
に
際
し
て
避
難
誘
導
に
関
す
る
事
項

を
市
民
の
皆
様
に
示
す
と
と
も
に
、
関
係

機
関
が
共
通
の
認
識
に
基
づ
き
、
円
滑
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
「
避
難
実
施
要
領
の
パ
タ
ー
ン
」

を
本
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
き
ま
し

て
は
「
個
人
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
支
援

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

本
年
度
は
公
共
及
び
民
間
建
築
物
の
耐
震

改
修
の
促
進
を
図
る
た
め
「
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
住
宅
な
ど
の
火
災
予
防
に
つ
き

ま
し
て
は
、
子
ど
も
の
火
遊
び
を
防
止
す

る
た
め
、
幼
稚
園
な
ど
に
お
い
て
防
火
教

育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
の
設
置
に
向
け
て
啓
発
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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使
っ
た
救
命
講
習
会
を
開
催
し
、
加
え
て
救

急
救
命
士
の
さ
ら
な
る
技
術
の
資
格
修
得
を

図
り
、
よ
り
一
層
、
救
急
救
命
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
食
育
・
食
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

ま
ず
、
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
反
面
、

食
の
安
全
や
生
活
習
慣
病
の
基
本
と
な
る

「
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）」
な
ど
、
食
や
健
康
を
め
ぐ
り

多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
の
芽

を
早
期
に
断
ち
切
る
よ
う
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
大
切
さ
を
幅
広
く
啓
発
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
四
年
生
及
び
中

学
校
一
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と
す
る

「
生
活
習
慣
病
対
策
血
液
検
査
」
を
引
き
続

第
　
二

「
愛
着
・
快
適
」

の
ま
ち
づ
く
り

〜
自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
、
愛
さ
れ

る
ま
ち
〜

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

ま
ず
、
増
大
し
て
お
り
ま
す
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
を
狙
っ
た
架
空
請
求
、
悪
徳

商
法
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
・
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
本
年
度

も
「
消
費
者
相
談
窓
口
」
を
開
設
い
た
し

ま
す
。

次
に
「
無
料
法
律
相
談
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
に
伴
い
相

談
件
数
も
増
加
し
て
お
り
、
市
内
二
箇
所

で
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
を
引
き
続

き
開
設
す
る
と
と
も
に
、
奈
良
県
弁
護
士

会
の
中
和
法
律
セ
ン
タ
ー
も
併
せ
て
ご
利

用
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
や
心

配
ご
と
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

ま
ず
、
既
存
の
両
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
施
設
の
耐
用
年
数
や
経
済
性
を
考
慮
す

る
と
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
は
更
新

時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら

「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
生

活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
民
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
市
内
一
斉
清
掃
な
ど
の

清
掃
活
動
の
推
進
と
、
不
法
投
棄
の
監
視

体
制
強
化
、
違
反
広
告
物
撤
去
な
ど
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
を
進
め
る
た
め
「
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

購
入
助
成
」「
再
生
資
源
集
団
回
収
団
体
の

育
成
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未

然
防
止
を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
方
が
利

用
さ
れ
る
民
間
建
築
物
を
対
象
に
、
本
年

度
よ
り
「
民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
等
分
析
調
査
」
に
対
す
る
助
成
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
約
九
百
七
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用

開
始
と
な
り
、
普
及
率
は
九
十
三．

五
パ

ー
セ
ン
ト
、
水
洗
化
率
は
七
十
九．

一
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
管

渠
布
設
工
事
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

洗
化
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
営

水
道
か
ら
百
二
十
五
万
ト
ン
の
受
水
を
行

い
、
更
な
る
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
水
質
の
安
全
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
各
浄
水
施
設
の
設
備

改
良
を
は
じ
め
、
配
水
管
の
新
設
及
び
老

朽
管
布
設
替
え
の
整
備
も
、
下
水
道
工
事

な
ど
と
併
せ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し

て
は
「
造
林
事
業
」「
間
伐
等
促
進
事
業
」

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳

幼
児
期
か
ら
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
正
し

い
食
事
の
あ
り
方
な
ど
食
育
の
推
進
を
よ

り
充
実
す
る
た
め
、
本
年
度
は
、
栄
養
士

を
中
心
に
食
育
を
取
入
れ
た
保
育
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給

食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
食
費
補
助
の
継

続
と
併
せ
て
、
調
理
・
献
立
に
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
学
校
給
食
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の

衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

ま
ず
、
歴
史
博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
が
我
が
国
に
お
け
る
相
撲
発
祥
の
地

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
展

と
し
て
、
古
墳
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
相

撲
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
一
堂
に
集
め
て

「
相
撲
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
展
示
会
や
歴
史
講
座
に
活
用
し
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
の
関
心
を
高
め
学
習
活
動
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
伝
統
的
な
祭
事
や
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が

参
加
で
き
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

つ
く
り
、
連
帯
意
識
の
高
揚
と
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
各
種
団
体
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併

前
か
ら
継
続
し
て
お
り
ま
す
友
好
交
流
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
北
海
道
当
麻
町
の

「
蟠
龍
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
及
び
岡
山
県
新

庄
村
と
の
「
児
童
交
流
」
を
引
き
続
き
行

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

ま
ず
「
新
庄
駅
前
通
り
線
整
備
事
業
」

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
近
鉄
新
庄
駅

か
ら
東
へ
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
部
分
の
道

路
改
良
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関

係
者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
平
成
二
十

一
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
疋
田
本

線
に
つ
き
ま
し
て
も
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
平
成
二
十
年
度
の

完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
中
道
諸
鍬
線
、
辨
之
庄
・
木
戸

線
及
び
（
仮
称
）
尺
土
駅
前
広
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
、
県
、
関
係
大
字
と
協
議

を
重
ね
、
事
業
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
字
辨
之
庄
・
太
田
よ
り
県
道

當
麻
寺
線
の
区
間
が
未
着
手
で
あ
り
、
早

期
に
着
手
願
う
よ
う
国
土
交
通
省
、
県
に

要
望
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県

道
橿
原
新
庄
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
よ
り
用
地
買
収
に
か
か
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
国
道
一
六
六
号
線
、
県
道
御
所

香
芝
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
も
、
継
続

し
て
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
く
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
大
和
新
庄
駅
周
辺
地
域
に

お
け
る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
の
東
西
方
向
の
幹
線
道

路
と
し
て
の
道
路
整
備
が
急
が
れ
る
な
か
、

関
係
大
字
と
地
権
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
早
期
に
用
地
購
入
、
工
事

着
手
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
既
に
土
地
区
画
整
理
組
合
に
よ

り
工
事
着
手
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
も
早

期
完
成
を
め
ざ
し
た
事
業
の
推
進
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
の
内

容
、
年
次
割
な
ど
に
つ
い
て
「
都
市
再
生

整
備
計
画
」
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
公
共
バ
ス
「
葛
城
号
」
に
つ
き

い
、
地
域
間
や
市
民
の
皆
様
の
交
流
な
ど

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
二
月
に
「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風

土
百
選
」
に
二
上
山
、
当
麻
寺
、
石
光
寺

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
市
内
の

観
光
資
源
を
活
用
し
、
積
極
的
に
関
係
機

関
と
連
携
し
て
本
市
の
歴
史
や
文
化
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
は
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
「
里
山
林

機
能
回
復
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
放
置
さ

れ
た
里
山
林
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
整

備
し
、
地
域
の
景
観
や
森
林
機
能
の
回
復

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
市
営
霊
苑
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
は
霊
苑
の
南
側
約
五
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
に
標
準
区
画
で
四
百
二
十
区
画

の
整
備
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
ご
要
望

に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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（
地
域
産
業
の
振
興
）

ま
ず
「
土
地
改
良
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
ほ
場
整
備
、
農
道
整

備
、
た
め
池
改
修
な
ど
の
「
農
業
農
村
総

合
整
備
事
業
」
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
及
び
農
村
生
活
環
境
の
総
合
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
酪
農
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
資
源
循
環
型
農
業
を
耕
種
農
家
と

連
携
し
な
が
ら
推
進
い
た
し
ま
す
。
米
の

生
産
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
「
水
田
農
業

構
造
改
革
対
策
事
業
」
と
し
て
、
転
作
の

奨
励
作
物
と
し
て
多
品
目
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
を
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
取
り
組
み
、

転
作
へ
の
普
及
や
遊
休
農
地
の
解
消
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
農
地
や
水
を
守
る
効
果
の
高
い

共
同
活
動
と
、
環
境
保
全
に
向
け
た
営
農

活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
、
本
年
度
か
ら

五
カ
大
字
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
「
商
工
ま
つ
り
」
な
ど
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
者
の
経
営
の
近
代
化
・
安
定
強

化
を
図
る
た
め
「
中
小
企
業
資
金
融
資
制

度
」
に
よ
る
融
資
の
あ
っ
せ
ん
及
び
保
証

料
な
ど
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
「
中
小
企
業
経
営
改
善
資
金
利
子

補
給
事
業
」
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
経
営

の
合
理
化
・
健
全
化
の
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
山
麓
地
域
の
活
性
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
南
阪
奈
道
路
、
高
田
バ
イ
パ
ス

の
整
備
な
ど
に
よ
る
交
通
条
件
の
飛
躍
的

な
向
上
に
よ
り
、
田
園
都
市
と
し
て
の
機

能
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
に
策
定
い
た

し
ま
し
た
「
地
域
再
生
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
本
年
度
は
、
山
麓
地
域
を
中
心
と

す
る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、

山
麓
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

次
に
「
企
業
誘
致
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
大
字
薑
・
忍
海
の
工
業
地
域
に
お

き
ま
し
て
、
数
社
の
企
業
と
工
場
誘
致
の

交
渉
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
工

場
建
設
の
着
工
が
見
込
め
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
県
と

協
議
し
て
、
工
業
系
ゾ
ー
ン
の
拡
大
を
図

る
な
ど
、
企
業
進
出
の
環
境
整
備
を
進
め

て
お
り
、
今
後
も
県
と
の
連
携
を
一
層
深

め
、
優
良
企
業
な
ど
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
　
三

「
や
さ
し
さ
・
い
き
が
い
」

の
ま
ち
づ
く
り

〜
心
豊
か
な
人
が
育
ち
、
だ
れ
も
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
〜

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

ま
ず
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拠
点

を
本
年
度
か
ら
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
移
し
、「
母
子
保
健
事
業
」
と
の
連
携

を
図
り
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
」「
子

育
て
教
室
」「
つ
ど
い
の
広
場
」「
子
育
て

相
談
」「
図
書
館
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

な
ど
を
充
実
さ
せ
、
未
就
園
児
の
保
護
者

の
方
の
育
児
不
安
の
解
消
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
、
集
団
検

ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
公
共

施
設
七
箇
所
を
結
ん
で
運
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
四
月
か
ら
更
に
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
停
留
所
を
十
三
箇

所
に
増
設
し
、
ま
た
、
新
庄
地
域
に
十
人

乗
り
ワ
ゴ
ン
車
「
ミ
ニ
バ
ス
」
を
運
行
し
、

當
麻
地
域
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力

を
得
て
「
ゆ
う
あ
い
号
」
を
地
域
の
循
環

バ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
変
更
い

た
し
ま
す
。

次
に
、
緑
地
の
適
正
な
保
全
や
緑
化
の

推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緑
の

基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
啓
発
活

動
や
集
会
、
各
種
研
修
会
な
ど
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

（
学
校
教
育
の
充
実
）

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
四

月
よ
り
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
従
来
の
「
障
害
児
教
育
」
が
、
軽

度
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
も
指
導
対
象

に
加
え
「
特
別
支
援
教
育
」
と
な
り
ま
す
。

通
常
の
学
級
に
在
籍
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
、
一
部

の
教
科
や
活
動
を
「
特
別
支
援
学
級
」
に

通
級
す
る
形
で
指
導
・
支
援
す
る
「
特
別

支
援
教
育
」
を
よ
り
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
市
内
各
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
に

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
を
配
置
い
た
し

親
し
み
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

ま
ず
「
健
康
づ
く
り
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
医
師
会
及
び
歯
科
医
師
会
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
健
診
事
業
、

健
康
相
談
、
健
康
教
室
、
訪
問
指
導
な
ど

の
取
り
組
み
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
「
心
の
健
康
づ
く

り
教
室
」
を
行
い
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
方
に
心
身
と
も
に
健
康
な
日

常
生
活
を
過
ご
す
た
め
の
支
援
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

「
き
ら
り
葛
城
21
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
は
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
と
と
も

に
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
め
、
一

診
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
発
達
上
の
課
題

を
も
つ
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し
「
す
く

す
く
子
育
て
相
談
」
を
実
施
し
、
発
達
相

談
員
に
よ
る
専
門
的
な
関
わ
り
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
個
人
の
状

態
に
応
じ
た
支
援
、
助
言
、
活
動
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
く
療
育
教
室
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

立
保
育
所
と
民
間
の
保
育
園
が
互
い
に
連

携
を
図
り
つ
つ
年
齢
に
応
じ
た
保
育
に
努

め
、
本
年
度
は
公
立
保
育
所
に
お
い
て
、

四
歳
児
・
五
歳
児
を
対
象
に
「
英
語
と
ふ

れ
あ
う
体
験
保
育
」
を
実
施
し
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
学
童
保
育
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
保
護

者
が
就
労
な
ど
の
た
め
に
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
な
ど
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
保
育
内
容
の

充
実
を
図
り
、
今
後
も
児
童
の
健
全
な
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
小
学
校
に
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
て
補
習
学
習
を
学

童
保
育
事
業
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
週
一

回
、
試
行
的
に
実
施
す
る
「
放
課
後
こ
ど

も
教
室
」
と
し
て
開
設
い
た
し
ま
す
。

く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定
に
伴
う
市

民
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
同
時
に
、
適
応
指
導
教
室
も
人
的

配
置
を
充
実
さ
せ
、
従
来
か
ら
の
不
登
校

改
善
の
た
め
の
取
組
み
に
加
え
、
各
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
や
「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」
へ
の
指
導
・
支
援
を
一

層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
英
語
指
導
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
外
国
人
講
師
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
引
き
続
き
配
置
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
さ
せ
て
豊

か
な
感
性
を
育
み
、
文
化
の
振
興
に
役
立

て
る
「
本
物
の
芸
術
鑑
賞
事
業
」
も
、
引

き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
施
設
面
で
は
平
成
二
十
年
度
に

建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
白
鳳
中
学
校

武
道
場
及
び
新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
遊

戯
場
に
つ
い
て
の
実
施
設
計
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
芸
術
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）

ま
ず
「
文
化
会
館
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
企
画
・
運
営
ま
で
幅
広
く
携
わ

っ
て
い
た
だ
く
「
葛
城
市
民
音
楽
祭
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
と

し
て
の
各
種
教
室
・
講
座
に
つ
き
ま
し
て

も
、
中
央
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
市
民
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
流
れ
に
即
し
た

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
体
育
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
体
育
祭
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
の
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど

を
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
促
進
の

場
と
し
て
、
更
に
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
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（
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

「
生
活
保
護
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無

年
金
者
や
少
額
年
金
受
給
者
、
母
子
家
庭

な
ど
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
保
護
受
給
率

増
加
の
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
立
支

援
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
生
活
困

窮
者
の
医
療
費
、
介
護
制
度
、
年
金
な
ど

の
相
談
や
、
被
保
護
者
の
訪
問
指
導
及
び

就
業
指
導
、
高
齢
者
へ
の
介
護
指
導
な
ど

適
切
な
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・
老
人
保
健
事
業
の
運
営
）

少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
、
経

済
の
低
成
長
へ
の
移
行
に
よ
り
、
医
療
保

険
制
度
の
運
営
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

陥
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
も

と
、
昨
年
度
「
医
療
制
度
改
革
関
連
法
」

が
成
立
し
、
こ
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
本

年
度
は
「
国
民
健
康
保
険
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
特
定
検
診
・
保
健
指
導
の
医
療
保

険
者
へ
の
義
務
化
に
向
け
た
計
画
書
の
策

定
と
医
療
制
度
改
革
に
対
応
し
た
管
理
シ

ス
テ
ム
の
改
造
な
ど
、
制
度
施
行
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
老
人
保
健
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
も
、
こ
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
都
道
府

第
　
四

「
参
画
・
活
力
」

の
ま
ち
づ
く
り

〜
市
民
の
み
な
さ
ま
と
行
政
が
目
標
を

共
有
し
、
と
も
に
取
り
組
む
ま
ち
〜

（
市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）

ま
ず
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す

る
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
い

た
だ
き
、
ニ
ー
ズ
を
市
政
に
反
映
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
開
か
れ
た
市
政
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
政
の
透
明
化
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
本
市
の
基

本
的
な
計
画
な
ど
の
策
定
に
当
た
り
、
事

前
に
案
を
公
表
し
て
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
募
り
、
そ
の
結
果
を
政
策

決
定
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
制
度
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
年
度
は
制
度
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
情
報
公
開
制
度
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を

推
進
し
、
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
ご
参

加
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
個
人

情
報
保
護
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
か
か
る
職
員

研
修
を
実
施
し
、
漏
え
い
な
ど
に
よ
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
未
然
に
防
止
す
る

と
と
も
に
、
開
示
・
請
求
な
ど
の
権
利
を

（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

ま
ず
、
昨
年
度
に
設
置
い
た
し
ま
し
た

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
介
護
予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て
普
及
啓

発
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
介
護
予

防
の
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
状
態
に
あ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
重
度
化
し
な
い
よ

う
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
と
誇
り
を
も

っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
齢
者
の
学
習
の
場
、
集
い
や

交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
度
は
新
た
に
通
信
カ
ラ

オ
ケ
を
導
入
し
て
設
備
を
充
実
さ
せ
、
高

齢
者
の
方
が
益
々
そ
の
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
障
害
者
福
祉
の
充
実
）

昨
年
度
は
「
障
害
者
計
画
」「
障
害
福
祉

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
計
画
内
容
の
評

価
を
し
な
が
ら
、
地
域
生
活
支
援
事
業
な

ど
を
進
め
、
障
害
者
の
方
が
自
立
し
な
が

ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま

人
ひ
と
り
が
健
康
へ
の
関
心
・
意
識
を
高

め
、
健
康
を
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
へ
出
向
い
て
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
「
葛
城
市
・
広

陵
町
障
害
程
度
区
分
判
定
審
査
会
」
で
の

公
正
な
判
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
談

体
制
の
強
化
を
図
り
、
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
へ
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

県
単
位
に
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
を
実
施
主
体
と
す
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
年

三
月
に
は
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

制
度
の
施
行
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
医
療
保
険
制
度

を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
も
、
改
革
の
重
要
性
を
充

分
認
識
し
な
が
ら
、
制
度
の
実
現
と
安
定

化
を
図
る
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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（
職
員
の
能
力
向
上
）

職
員
の
専
門
的
な
知
識
・
技
能
の
一
層

の
向
上
と
、
創
造
力
豊
か
な
職
員
を
組
織

的
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年

六
月
に
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
こ
の
方
針

に
基
づ
き
策
定
す
る
「
職
員
研
修
計
画
」

に
沿
っ
て
各
種
の
研
修
を
実
施
し
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
葛
城

市
の
主
要
な
施
策
を
中
心
に
、
そ
の
概
要

を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
多
く
の
施
策
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
を

は
じ
め
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
《
住
み

つ
づ
け
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち

「
葛
城
市
」
》
を
め
ざ
し
ま
し
て
、
諸
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

計
画
い
た
し
ま
し
た
諸
施
策
が
円
滑
に
推

進
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
、
平

成
十
九
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

（
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

ま
ず
、
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
三
月
に
「
行
政
改
革
大
綱
」
及
び

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
全
庁
で

取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
求
め

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
や

「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
に
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
入

の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
徴
収
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
か
ら
「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
る
国
の
所
得
税
か
ら
市
税
へ
の
税
源

移
譲
な
ど
に
対
応
し
、
税
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
税
の
徴

収
体
制
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、
収
納
率

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
市
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
事

業
を
対
象
に
、
そ
の
目
的
や
成
果
・
効
果

を
総
合
的
に
整
理
・
点
検
し
、
効
率
的
で

質
の
高
い
市
政
運
営
を
実
現
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
「
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
向
け
て
、
本
年
度
は
職
員
の
研

修
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幅
広
く

利
用
さ
れ
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

普
及
と
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
向
上
を
図
る
意
味
か
ら
、
奈
良
県
電
子

自
治
体
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の
交
付

申
請
予
約
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
適
正
な

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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春
の
訪
れ
を
日
ご
と
に
感
じ
る
季
節
の
な

か
、
市
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
卒
業

（
園)

式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
を
修
了

し
た
証
で
あ
る
卒
業
証
書
・
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

校(

園)

長
先
生
や
来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
心

温
ま
る
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
新
し
い

道
に
進
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
の
励
ま
し
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
・
卒
園
児

の
皆
さ
ん
は
、
盛
大
な
拍
手
で
見
送
ら
れ
な

が
ら
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
学
び

舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

市市
立立
小小
・・
中中
学学
校校
、、

幼幼
稚稚
園園
でで
卒卒
業業((

園園))

式式

美美
しし
いい
まま
ちち
にに

貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
〝
布
施
城
〞
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
の
手
で
守
っ
て
い
こ
う
と
活
動
を
続

け
て
い
る
「
山
里
を
愛
す
る
者
の
集
い
」（
岩
郷
紀
男
代
表
）

が
、
2
月
10
日
、
城
へ
と
続
く
林
道
周
辺
（
寺
口
）
の
清
掃

活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
賛
同
し
た
地
元
小
学
生
も
参
加
し
、
約
2
時

間
の
作
業
で
現
場
は
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

y
川
市
長
は
、「
市
内
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清
掃
活
動

の
お
か
げ
で
清
潔
に
保
た
れ
て
い

る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

美
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

消消
防防
活活
動動
にに
活活
躍躍

イ
タ
リ
ア
出
身
の
ア
ン
ド
レ
ア
・
カ
ラ
ッ
ト
リ
さ
ん
は
翻

訳
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
来
日
さ
れ
、
寺
口
に
住
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

地
元
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た
カ
ラ
ッ
ト
リ
さ
ん
は
、「
消
防

活
動
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の

良
さ
を
学
ん
で
い
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
寺
口
区
長
の
辻
義
晴
さ

ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
防
災

の
要
と
し
て
活
動
し
て
も
ら
い
た

い
。」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

近近
畿畿
大大
会会
出出
場場
！！

2
月
4
日
、
奈
良
市
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
15
回

奈
良
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
綱
引
き
大
会
に
、

本
市
か
ら
小
学
生
の
部
で
出
場
し

た
「
新
庄
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
」
が
み

ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
6
月

10
日
（
日
）
に
大
阪
府
堺
市
で
行

わ
れ
る
近
畿
大
会
に
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

近
畿
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
中
学
校
の
様
子

白
鳳
中
学
校
の
様
子

タタ
イイ
料料
理理

3
月
1
日
、
當
麻
文
化
会
館
で
、
J
A
な
ら
け
ん
当
麻
女
性

部
主
催
の
「
タ
イ
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
出

身
の
向
井
ハ
ナ
さ
ん
が
講
師
を
務
め

ら
れ
、
参
加
者
は
日
本
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
イ
カ
の
カ
レ
ー
炒
め
、
大
根

ス
ー
プ
、
春
雨
サ
ラ
ダ
の
作
り
方
を

学
ば
れ
ま
し
た
。

川
村
優
子
会
長
は
、「
食
文
化
の

違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
有
意
義
で

し
た
。
ス
タ
ミ
ナ
満
点
の
料
理
な
の

で
、
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
。」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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生生
涯涯
学学
習習

まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
大大
会会
開開
催催
！！

2
月
25
日
、「
平
成
18
年
度
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
新
庄
文
化
会

館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
会
場
が
溢
れ
る
ほ
ど
の
大
勢
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
中
央
公
民
館
子
ど
も
太
鼓
教
室
」
の
皆
さ
ん
と
「
當
麻

太
鼓
白
鳳
座
子
ど
も
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
の
勇
壮
な
演
奏
で
幕
が
開
け
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
に
よ
る
市
歌
の
斉
唱
や
ご
来
賓
の
丁
寧
な
祝
辞
な
ど
の
開
会
行
事
に

続
き
、
3
つ
の
生
涯
学
習
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、「
健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
と
「
フ
ラ
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
市
内
小
中
学
校
の
5
人
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
文
発
表
で
、

貴
重
な
生
活
体
験
や
読
書
感
想
文
が
発
表
さ
れ
、
会
場
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

3
つ
目
は
、
18
年
度
地
域
公
民
館
モ
デ
ル
分
館
活
動
と
し
て
指
定
を
受
け
た
、
竹

内
集
落
セ
ン
タ
ー
の
「
竹
内
の
分
館
活
動
」、
柿
本
人
麻
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
「
ふ
だ
ん
着
の
分
館
活
動
」
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
残
る
伝
統
の

継
承
と
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
様
子
が
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
丁
寧

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
外
の
ロ
ビ
ー
で
は
分
館
の
取
り
組
み
の
様
子
が

わ
か
る
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
ダ
リ
ア
の

球
根
が
配
布
さ
れ
盛
会

の
中
で
終
わ
り
ま
し

た
。
発
表
者
、
参
加
者

の
方
々
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
5
日
、
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
新
庄
中
央
支
店
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
の
認
定
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
ア
グ
リ
マ
ー
ト
新
庄
の
会
員
23

名
が
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
①
た
い
肥
な
ど
を
利
用
し
た
土
づ
く

り
を
基
本
に
、
②
化
学
肥
料
削
減
、
③
化
学
農
薬
削
減
の
3
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
生
産
方
式
を
、
自
分
の

農
業
経
営
に
導
入
す
る
生
産
計
画
を
立
て
、

知
事
が
そ
れ
を
適
切
で
あ
る
と
認
定
し
た
と
き
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
農
業
者
は
全
国
共
通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
添
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

y
川
市
長
は
、「
現
在
市
内
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
は
45

人
で
、
県
内
で
は
第
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
化
学
肥
料
・
化
学

農
薬
を
削
減
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
優
し
い
農
業
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

エエ
ココ
フフ
ァァ
ーー
ママ
ーー

農農
産産
物物
をを
差差
しし
入入
れれ

3
月
2
日
、
市
内
の
農
業
関
係
3
団
体
が
大
相
撲
元
関
脇
・

寺
尾
の
錣
山
（
し
こ
ろ
や
ま
）
親
方
率
い
る
錣
山
部
屋
に
、
ネ

ギ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
菜
と
、
け
は
や
味
噌
、
け
は
や

餅
、
乳
製
品
を
差
し
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
錣
山
部
屋
を
応
援
し

よ
う
と
の
思
い
か
ら
農
産
物
を
贈
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
相

撲
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、「
地
元
の
お
い
し
い
農
産
物
を
食
べ
て
力
を
つ
け
、

一
番
で
も
多
く
勝
っ
て
ほ
し
い
。」
と
激
励
。
錣
山
親
方
は
、

「
地
元
の
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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新しい国民健康保険被保険者証は届いていますか？
平成19年4月からお使いいただく国民健康保険被保険者証（保険証）は届いていますか？
3月下旬に、新しい保険証を配達記録郵便にて郵送しております。該当される方で、まだ届いていない方につ

いては市民課までお問い合わせください。
なお、今までお使いになられた旧保険証については、平成19年4月からは使用できませんので、各自で処分

されるか、または市民課まで返還してください。

4月から平成19年度の「学生納付特例制度」の申請の受付がはじまります！
～　申請はお早めに！　～

20歳から60歳未満のすべての人が国民年金に加入し、保険料の納付が義務付けられています。
しかし、収入がない等の理由で保険料納付が困難な場合、学生の方には、本人の申請（所得審査があります。）

により在学期間中の保険料納付を猶予し、社会人になってから保険料を納めることができる「学生納付特例制

度」があります。

●対象となる学生 大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校等
※ 夜間・定時制・通信課程の方も含みます。
※ 各種学校においては、修業年限が1年以上であること。

●所 得 審 査 本人の前年所得が

118万円＋扶養親族等の数× 38万円＋社会保険料控除額等
以下のとき承認となります。（ ※ 家族の方の所得の多寡は問いません！）

●承 認 期 間 平成19年4月～平成20年3月まで
●申 請 場 所　市役所市民課まで
●持参するもの ① 年金手帳　　② 印鑑　　③ 在学証明書または学生証の写し

④ 前年に所得がある場合は、それがわかる書類
⑤ 失業を理由とする場合は、失業を確認できる書類　

●注　　　 意 保険料が未納となっている場合、その間に事故や病気で障害が残っても「障害基礎年金」
が支給されない場合があります。

就職したら追納しましょう
学生納付特例承認期間は、年金受給資格期間には認められますが、年金の受給額には反映されません。10年

以内であれば後から納付（追納）することができます。将来、年金受給額を増やすためにも、必ず納めましょう。
※ なお、承認を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降は、当時の保険料額に加算額が上乗せされます。

◎詳しくは、市民課または大和高田社会保険事務所 1（22）3531まで

申請は毎年必要です！

4月から70歳未満の高額療養費制度が変わります
平成19年3月までは入院・外来ともに、同じ医療機関に同じ月にかかった医療費の一部負担金が自己負担限

度額を超えた場合は、いったん費用を支払い、超えた分は後から世帯主が申請することにより国民健康保険か
ら高額療養費として払い戻されていました。
平成19年4月からの入院については、事前に市民課で「国民健康保険限度額適用認定証」または「国民健康

保険限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けることで、同じ医療機関に同じ月にかかった医療費の
一部負担金が自己負担限度額までとなります。
外来、世帯合算による自己負担限度額を超えた分については、従来どおりいったん費用を支払い、後から世

帯主の申請により払い戻しを受けることになります。

◎詳しくは市民課まで

※1 上位所得者：基礎控除後の基準総所得金額が600万円を超える世帯。
※2 多 数 該 当：過去12カ月間に、同じ世帯での高額療養費の支給が4回以上あった場合の4回目以降の額。

一　般
上位所得者 ※1
住民税非課税世帯

80,100円＋(医療費―267,000円)×1％
150,000円＋(医療費―500,000円)×1％

35,400円

多数該当 ※2
44,000円
83,400円
24,600円

70歳未満の人の自己負担限度額
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●平成19年度葛城市税の納付月・納付期限が決まりました

●安全で便利な口座振替制度をご利用ください！
口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。また、

うっかり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
申込み手続きは、市指定の金融機関及び郵便局でできます。

●税金を納めないでいると・・・
納付期限までに税金を納付されませんと、督促状が送付されます。督促状には督促手数料が加算され、

延滞金がかかることもあります。また、督促状の指定期間までに税金を納付されない場合は、財産の差押
え等の滞納処分の対象にもなります。
いろいろな事情があり、納付期限までに納付することが困難な場合は、そのままに放置せずに早めに納

税通知書と印鑑を持って市役所収納課へ納税の相談にお越しください。

税　　　目
市県民税(普通徴収)
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●●●●●●●●
●
●

●
●

●
●

●

税　　　目
市県民税(普通徴収)
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2/291/3112/2511/3010/3110/18/317/31
5/31
5/31

7/31
8/31

10/1
10/31

11/30

葛城市税の納付月

納付期限は各納付月末日(12月は25日)です。納付期限が土･日の場合は、翌金融機関営業日になります。

納付期限日一覧

障害者自立支援法　－障害福祉サービス利用者の負担額軽減（1／4）－
平成19年4月から、通所施設・在宅サービス利用者等の負担上限月額が、一定の条件（下記の3条件）を満た

す方に限り、平成20年度までの約2年間、下記の表の通り、現行の4分の1に軽減されます。ただし、市町村民
税の所得割額が10万円以上の方については、軽減措置の対象となりません。

条件1．利用者の属する世帯の方が、居住している不動産以外の固定資産を有しないこと。
条件2．利用者の属する世帯の方の預貯金額が、次の基準額以下であること。

・単身世帯である場合 基準預貯金額　　 500万円
・2人以上の世帯である場合 基準預貯金額　　1,000万円

条件3．利用者の属する世帯の方が、社会通念上、軽減措置の対象とするには不適切と考えられる資産を保有
していないこと。

対　象　世　帯

生活保護の方

市町村民税が非課税世帯の方で、障害者または障害児の保護者の収入が80万円以下の方

市町村民税が非課税世帯の方で、障害者または障害児の保護者の収入が80万円を超える方（注1）

市町村民税の所得割額が10万円未満の世帯の方（注2）

市町村民税の所得割額が10万円以上の世帯の方

上　限　負　担　額

利用者負担額及び上限負担額なし

3,750円（現行15,000円の1/4）

6,150円（現行24,600円の1/4）

9,300円（現行37,200円の1/4）

37,200円（軽減措置なし）

（注1）日中活動サービス（通所系サービス）のみの決定の方は、3,750円となります。
（注2）所得割額が10万円の目安は、収入で600万円程度となります。 ◎詳しくは社会福祉課まで

収収納納課課かかららののおお知知ららせせ
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犬の登録と狂犬病の集団予防注射
犬の登録は、生涯１回。

狂犬病予防注射は、毎年１回。
生後、91日以上の犬を飼っている方は、登録と予防注射を行ってください。
犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務付けられています。

◆犬の登録手数料：3,000円（犬の登録がまだの方）
◆狂犬病予防注射：3,200円

※『予防注射実施のお知らせ』のはがきが届いている方は、当日必ず持参してください。
日　程 時　　間 実　施　場　所

4／23（月）

4／24（火）

4／25（水）

5／7（月）

5／8（火）

5／9（水）

10:00 ～ 10:30
10:45 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00
9:30 ～ 11:30
9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00
9:30 ～ 10:10
10:30 ～ 11:10
11:30 ～ 12:00
13:00 ～ 13:30
13:50 ～ 14:20
14:40 ～ 15:20
9:30 ～ 10:10
10:30 ～ 11:00
11:20 ～ 12:00
13:00 ～ 13:30
13:50 ～ 14:30
9:30 ～ 10:00
10:20 ～ 11:00
11:20 ～ 12:00
13:00 ～ 14:00

笛吹集会所前
西辻コミュニティセンター前
歴史博物館駐車場
葛城市役所新庄庁舎北側駐車場
商工会本所（旧新庄商工会）駐車場
公民館疋田分館前
當麻観光駐車場
勝根公民館前
今在家農業実行組合倉庫前
染野公民館前
新在家公民館前
加守公民館前
南今市公民館前
太田集落センター前
大畑集落センター前
竹内集落センター前
兵家公民館前
木戸集落センター前
八川公民館前
尺土公民館前
葛城市役所當麻庁舎前

※最寄りの動物病院でも予防注射は受けられます。（料金が異なります。）
◎詳しくは環境課まで

再生資源集団回収だより

皆さんのご協力の結果、平成18年度は、53団体によって約1,254トンの再生資源を回収することができました。
しかし、いまだ多くの再生可能な資源が燃えるゴミとして出されているのが現状です。資源の大切さ、リサ

イクルの重要性をご理解いただき、今後とも集団回収により一層のご協力をお願いします。

団体登録をして再生資源の集団回収をしてみませんか？
お友達やご近所の方と気軽にできるリサイクル活動として、集団回収を始めてみませんか？
自治会、婦人会、老人会、マンション等の管理組合、またサークルやクラブなど市内にお住まいの方で概ね

10世帯以上で構成されている団体は、登録していただけます。
なお、登録団体には集団回収の量に応じ、補助金を交付し活動を支援しています。
皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

◎詳しくは環境課まで

新　聞

658,170

雑　誌 ダンボール 古　布 牛乳パック 合　計

278,628 246,670 66,763 4,261 1,254,492

（kg）
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保育所保育所((園園))『『にこにこ広場にこにこ広場』』へ遊びにきませんか？へ遊びにきませんか？
「近所に同年代の子どもがいない」「子どもをもっと遊ばせたい」そんな

ことを感じておられませんか？子育てをしている皆さんがみんなで楽しみ、
考え合い、成長していく場として、未就園児と保護者に保育所(園)を開放し
ています。
また、各保育所(園)において子育てに関する相談もお受けいたしますので、

お気軽にお越しください。

＊開催日：年10回（下の表参照）

＊時 間：午前10時 ～ 11時30分
開催月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

予　定　内　容

はじめまして（一緒に遊ぼう）

戸外で遊ぼう

水遊びを楽しもう

プールで遊ぼう

ゲーム遊びをしよう

戸外で遊ぼう

作って遊ぼう

みんなで楽しく遊ぼう

お正月の遊びをしよう

リズム遊びをしよう

開催保育所（園）

＊ 第2木曜日
當麻第1保育所、華表保育園

＊ 第3木曜日
磐城第2保育所、浄正院保育園

＊ 第4木曜日
磐城第1保育所、はじかみ保育園

＊ 但し、内容・曜日について変更することがあ
ります。詳しくは、事前に防災行政無線および
有線放送でその都度お知らせします。

◎詳しくは各保育所（園）まで。

磐城第1保育所 1（48）2619 華表保育園 1（69）6368
磐城第2保育所 1（48）4998 浄正院保育園 1（69）6025
當麻第1保育所 1（48）2377 はじかみ保育園 1（62）1451

第第11期生募集！期生募集！
やってみませんか？　体力づくりやってみませんか？　体力づくり

葛城市では、温水プールを利用していつまでも若々しい体を保つための教室を開催します。
みんなで楽しく体を動かして、元気になりませんか？
▼名 称：誰でもできる水中運動教室（仮称）
▼内 容：運動指導士による水中ウォークや水中シェイプアップの運動や体操を行い、定期的に体

力測定や評価を行ないます。
▼対 象 者：市内に住所を有する65歳以上の要介護認定を受けておられない方で、プールを利用し

た運動を通して体力づくりなどに意欲のある方
▼場 所：葛城市福祉総合ステーション（ゆうあいステーション）
▼実 施 日：第1期生　　4月28日から 7月14日 計11回（予定）

第2期生　　9月 8日から11月24日 計11回（予定）
第3期生　　1月12日から 3月22日 計11回（予定）

▼時 間：毎週土曜日の午前10時から11時30分
▼費用負担：プール等の使用料として1回当たり300円が必要となります。
▼募集定員：各期30名程度（先着順）
※ 葛城市体力づくりセンター（ウェルネス新庄）でも筋力トレーニングを中心とした教室を計画し
ています。具体的な内容が決まり次第、広報等でお知らせします。

◎詳しくは高齢福祉課まで
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「「まちの達人さんまちの達人さん」」大募集！大募集！
ー葛城市生涯学習人材バンクー

1：登録内容
（1）学校教育支援ボランティア

①体験学習支援（昔の遊びの紹介など、豊かな体験・
知識・技能を活かしての授業支援）

②スポーツ指導支援（中学校の部活動の技術指導支援）
③学校安全支援（児童の登下校・校内外巡視など）

（2）社会教育支援ボランティア
①自主的に活動している市内の団体やグループ、サー
クルなどの学習活動の支援
（歴史・文学・会話・料理・スポーツ・舞踊・文芸・手芸など）

2：登録方法
（1）市内在住・在勤の方で登録を希望の方は、「生涯学習人材バンク登録申込書」（生涯学習課備付）に必要

事項をご記入の上、葛城市教育委員会事務局 生涯学習課まで提出してください。

3：その他
（1）生涯学習人材バンク「まちの達人さん」に登録された方を、葛城市教育委員会管轄の学校・社会教育施

設などに紹介し、その要請に応じて活動していただきます。ただし、登録して頂いてもすぐに活動でき　
ない場合もありますので、ご了承ください。

（2）次の事項に該当する場合は、登録できません。
・営利を目的とすること。 ・特定の政党等の利害に関する事業を目的とすること。
・公私の選挙に関し、特定の政党及び候補者を支援することを目的とすること。

（3）締め切りは、4月27日（金）まで。

葛城市公園まつり 展 示 作 品 の 募 集
～あなたも応募してみませんか～

1．展示期間 5月4日(祝)～5日(祝）
2．展示場所 葛城市中央公民館小ホールほか
3．公募部門 日本画・洋画・彫塑陶芸・書芸・写真
4．出展資格 市内在住者及び市内在勤者（18歳以上・高校生不可）
5．出展点数 同一部門1人1点とする
6．作品の大きさ等

★絵画の部（日本画・洋画・水彩画・水墨画・俳画・版画）
● 20号以内で、すべて枠張額装とし、裏面には吊り紐をつけ、額の枠は11cm以内とする。
● 水彩画は四つ切り以上、版画は任意とする。

★彫塑・陶芸の部（彫刻・塑像・陶芸・金工）
● 高さ50cm前後、横が50cm以内とする。

★書芸の部（書道・硬筆習字・てん刻）
● 字句・書体は随意で、すべての作品は表装又は額付けとする。
● 作品の大きさは、色紙以上のものであって、仕上がりの面積が1.13㎡以内とする。
● 屏風類は、片面高さ60cm×幅90cm以内とする。 ● 巻物は長さ140cm以内とする。

★写真の部
● 題材は自由で、カラー・白黒を問わず四つ切り以内とする。
● 組・連写真は3枚以内で、一連に結合すること。

★その他の部（紙画・手芸・アートフラワー）
7．出品手数料 無　料
8．作品搬入日 5月3日（祝）午後1時～午後4時
9．作品搬出日 5月5日（祝）午後3時30分～午後5時
10．出品申し込み 葛城市教育委員会事務局生涯学習課、中央公民館及び當麻文化会館窓口に備え付けの

出品申込書に記入のうえ、4月15日(日)までに提出してください。(葛城市教育委員会)

◎詳しくは、生涯学習課まで

■「まちの達人さん」の目的とは？

この事業は、豊かな知識・体験・技能な
どをお持ちの方々に、ボランティア活動と
して学校教育や社会教育のお手伝いをいた
だき、本市教育のより一層の振興を図ろう
とするものです。そして、健康で生きがい
のある明るく住みよいまちづくりに役立つ
ことを目的とします。
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「都市計画法に基づく開発許可基準に関する条例」による
区域指定申出案の縦覧について

葛城市では、県の条例に基づき、市街化調整区域内における一定の既存集落で新たな住宅等の立地が認めら
れるようにするため、以下のとおり県に対して区域指定の申出を行う予定です。この区域指定申出案について
ご意見のある方は、以下の方法でご提出ください。

●区域指定の申出を行う土地の区域
葛城市竹内の一部

●縦覧場所及び縦覧期間
葛城市役所　新庄庁舎　都市計画課
・4月10日（火）から 4月24日（火）まで
・午前9時から午後5時まで

●意見等の提出方法
区域指定申出案の指定の見直し案にご意見のある方は、下記により意見書を提出することができます。

○提出方法：本案についての意見の要旨及びその理由を具体的に記載し、住所及び氏名を記入した文
書一通を市長あてに提出ください。

○提 出 先：葛城市役所　新庄庁舎　都市計画課
○提出期限：4月24日（火）（必着）

◎詳しくは都市計画課まで

これまで小・中学校では、次に掲げる障害が一定の程度に達する児童・生徒を、特別支援学級での学

習を中心に指導してきました。

知的障害、肢体不自由、病弱及び身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、情緒障害

しかし今回、これら以外にも特別な支援を必要とする障害として、軽度発達障害が新たに認められま

した。軽度発達障害とは、たとえば学習障害（全般的な知的発達に遅れ

はないが、聞く、話す、読む、書く、計算するまたは推論する能力のう

ち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示すもの）や注意欠陥多動

性障害（年齢または発達に不釣り合いな注意力または衝動性・多動性が

認められ、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの）その他です。

これら軽度発達障害のある児童・生徒については、ふだんは通常学級

で学びながら、一人一人の状況に応じて個別に学習したりして発達成長

を促します。本市では、その支援を担当する特別支援教育支援員を、各

小・中学校及び幼稚園に配置し、充実した教育を目指します。

詳しくは、各校・園または市教育相談室までお問い合わせください。

教育委員会からのお知らせ

4月から特別支援教育が本格的に始まります
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

（人権政策課）

人権啓発小冊子人権啓発小冊子「「葛城市人権スポットを歩く葛城市人権スポットを歩く」」 そのその88

葛城市人権教育推進協議会が作成した小冊子「葛城市人権スポットを歩く」から、人権スポットを紹介
します。
この小冊子は、人々の「優しさ」、「いのち」、「願い」、「助け合い」など、人権を広い意味で捉え、その

側面から葛城市の歴史スポットに焦点をあてて作成してあります。

～いのちの終わりと来世への願い～～いのちの終わりと来世への願い～

平岡郷墓

笛吹
ふえふき

神社の東北、平岡地区（極楽寺内）に大きな墓地があ
ります。この墓地は平岡郷墓と呼ばれ、忍海・西辻・南花
内・北花内・脇田・林堂・山田・藤井・馬場・梅室・桑海・
笛吹・正道寺・山口・平岡村のあわせて15村の墓所になって
いました。もとの忍海郡に属した大部分の村々の墓地であっ
たことになります。なお、桑海と正道寺は後に合併して葛木
村となりました。
この墓地も當麻北墓と同様に行基菩薩

ぎょうきぼさつ

による開山とされ、
火葬場・六地蔵・鳥木（鳥居）・礼場などがありました。六
地蔵・鳥木・礼場については「広報かつらぎ」（平成19年2月
号）の當麻北墓の項で説明しました。
火葬場は遺体を火葬にする場所で、当時の火葬は深い穴を

掘り、そこに木材を組み上げ、その上に遺体を置き、回りに
藁や薪を積み上げて火葬するという「野焼き」の方法によっ
て行われていました。
平岡郷墓には當麻北墓にはなかった観音堂がありますが、

これは観音菩薩に死者の鎮魂を祈るために建てられたと思わ
れます。
また、極楽寺境内には行基供養塔が2基残っていますが、こ

れは延享4年（1747）の行基没1000年忌と弘化4年（1847）
の1100年忌に建立されたものです。

8．平岡郷墓
ひらおかごうばか

行基菩薩供養塔
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☆ 健康相談
●日時：4月12日（木）・27日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：4月10日（火）・11日（水）

5月 8日（火）・ 9日（水）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：當麻保健センター

◆日時：4月25日（水）・26日（木）
◆受付：午前10時～午前11時
◆場所：新庄健康福祉センター

●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

「 」進捗状況！
～第8回プランニングパートナー会議について～

2月14日に第8回プランニングパートナー会議を開催しました。
今回は“ ”を広く推進していくために、葛城市の健康づくりに大きく貢献されてい

る健康づくり推進員協議会の皆さんと交流しました。
会議ではまず健康づくり推進員協議会の活動内容

の紹介がありました。健康づくり推進員協議会は、
葛城市主催の養成講座を受けて誕生しました。合併
前より各地域で活動されていた健康づくり推進員や
保健推進員が合併後も健康づくり推進員として“豊
かで住みよい葛城市”を目指して「栄養」、「運動」、
「休養」の三部会に分かれ、それぞれの地域で健康
づくりのリーダーとして活動されています。写真は
健康づくり推進員協議会の活動の一つであるステッ
プアップ体操をしている様子です。奈良県が推進し
ている体操を葛城市歌「緑の風」の音楽に合うよう
にアレンジした体操になっています。3月11日に市
内で開催された生活習慣病撲滅大会でも参加者と一緒にこの体操を行いました。

健康づくり推進協議会の活動紹介の
後、それぞれが考える健康なまちづく
りについて意見を交わしました。当日
書いて頂いたアンケートには「地域を
良くしたいと思う気持ちは共通してい
ると感じました」、「健康づくり推進員
協議会の活動を知り得たことが良かっ
た」等の意見があり、お互いの活動や
考えを知り合う機会になりました。
今まで行ってきたプランニングパー

トナー会議も次回でいよいよ最後の会
議になります。最後の会議では、“ ”の計画をプランニングパー
トナーの皆さんに見ていただく予定です。
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守
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木
本
　
彩
絵

新
庄
中
学
校(

2
年
2
組)

浅
香
　
　
優

白
鳳
中
学
校(

1
年
3
組)

福
井
　
真
実

『『
防防
火火
ポポ
スス
タタ
ーー
入入
賞賞
者者
決決
まま
るる
』』

飲飲
酒酒
運運
転転
追追
放放

「「
ハハ
ンン
ドド
ルル
キキ
ーー
パパ
ーー
運運
動動
」」

のの
推推
進進

昨
年
よ
り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
が
続
発
し
て
お
り
、
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
「
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
へ
行
く
場
合

に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自

宅
ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
と
い
う
愛
称

に
は
、「
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
仲
間
の
命
を

守
る
人
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
へ

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
に
、「
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
に
積
極
的
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
財
政
課
）

新
庄
小
学
校(

4
年
3
組)

福
本
　
真
奈

新
庄
小
学
校(

5
年
1
組)

高
橋
　
亮
子

新
庄
小
学
校(

6
年
1
組)

中
嶋
　
達
也

忍
海
小
学
校(

4
年
1
組)

山
本
　
未
奈

忍
海
小
学
校(

4
年
2
組)

藤
本
　
　
歩

忍
海
小
学
校(

5
年
1
組)

小
走
龍
太
郎

忍
海
小
学
校(

6
年
2
組)

田
中
紫
保
子

新
庄
北
小
学
校(

4
年
1
組)

岩
田
　
知
也

新
庄
北
小
学
校(

5
年
1
組)

村
井
　
美
月

新
庄
北
小
学
校(

6
年
1
組)

西
川
　
晃
代

磐
城
小
学
校(

4
年
1
組)

仲
川
　
記
代

磐
城
小
学
校(

5
年
1
組)

山
口
　
華
純

當
麻
小
学
校(

4
年
2
組)

服
部
　
紫
紀

當
麻
小
学
校(

5
年
1
組)

薫
田
　
　
翔

當
麻
小
学
校(

6
年
2
組)

下
村
　
拓
矢

努
力
賞
（
5
点
）

新
庄
中
学
校(

1
年
1
組)

中
田
　
真
菜

新
庄
中
学
校(

1
年
2
組)

岩
田
　
拓
也

新
庄
小
学
校(

6
年
3
組)

土
浦
　
主
税

忍
海
小
学
校(

5
年
1
組)

植
山
　
洋
登

新
庄
北
小
学
校(

4
年
1
組)

小
田
嶋
萌
子

※
学
年
及
び
ク
ラ
ス
は
、
平
成
19
年
3
月
現
在

春
季
火
災
予
防
運
動
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
防

火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

春
本
番
、
ハ

イ
キ
ン
グ
・
ド

ラ
イ
ブ
な
ど
野

山
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な

る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
時
季

は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹
く
日

が
多
く
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
山
火
事
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

豊
か
な
緑
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
乾
燥
時
や
強
風
時
に
は
、
た
き
火
な
ど

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
枯
れ
草
な
ど
を
燃
や
す
と
き
は
、
必
ず

消
防
署
へ
届
出
し
、
そ
の
場
を
離
れ
ず

完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

『『
行行
楽楽
シシ
ーー
ズズ
ンン
のの

火火
のの
用用
心心
』』

（
消
防
署
）
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 会　員　募　集 第13回ミュージックフェスティバル 

　ステージオペレータークラブでは、ホールの催しに欠かせない 
スタッフを募集しています。 

【活動内容・入会資格】 

☆ステージオペレータークラブは、新庄文化会館の催しにおいて 
　照明・音響・舞台設備の操作等を実際に裏方として担当してい 
　ます。また、積極的に新しい催し物（ミュージックフェスティ 
　バル）等の企画・演出にも携わっていただきます。こうした舞 
　台芸術に興味があり、一緒に感動を味わってみたい方の参加を 
　お待ちしております。 
☆16歳以上で性別、経験は問いません。 

【申込・お問い合わせ】 
　新庄文化会館及び當麻文化会館 

有効期限 
　平成19年4月1日 
　　～平成20年3月31日 

ステージオペレーター募集 

平成19年度 

☆マルベリーホール主催の公演チケットが、割引で一般発売の１ 
　週間前より電話で先行予約できます。 
☆割引購入枚数は、1会員につき2枚まで。（先行電話予約枚数を含む） 
☆マルベリーホール主催のイベント情報をお送りします。 

申込受付開始 
平成19年4月1日 

マルベリー友の会 

【開催日】平成19年9月2日（日）予定 
【会　場】新庄文化会館　マルベリーホール 
【主　催】第13回ミュージックフェスティバル実行委員会 
【募集期間】平成19年4月1日（日）～  5月21日（月） 
【募集部門】プロ・アマ、ジャンルは問いません。 
　　　　　　（ただし、ピアノソロ及びカラオケは除きます） 
【演奏期間】1グループ　15分程度　 
【応募資格】葛城市を中心としてその周辺に住み、 
　　　　　　みんながいっしょに楽しめる舞台で演奏 
　　　　　　していただける方及びグループ 
【応募方法】所定の用紙 
（第13回ミュージックフェスティバル出演申込書）に 
　記入の上、新庄文化会館までご持参ください。 
　（郵送・ＦＡＸ不可） 

 ※応募者多数の場合、公演時間に限りがありますので 
　　出演申込書のアンケートによる選考を行います。 
　　応募者全員出演できない場合もあります。 
　　選考結果に対するお問い合わせには、応じられません。   
　※所定応募申込用紙及びお問い合わせは 
 　〒639-2137 葛城市南藤井70-1 新庄文化会館内 
 　「第13回ミュージックフェスティバル実行委員会」 
　　　事務局　10745-69-4600

大人も子供もいっしょに楽しめる
Ｃoncertに出演しませんか♪ ♪ 

4月1日～5月5日 新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

14：00～ 

未　定 

10：00～18：00 

14：00～ 

13：30～ 

10：00～ 

 

 

69-9425 

69-7721 

69-3301 

69-4600【新庄文化会館】 

  4

  5

  4

14 

 15 

22 

29 

4 

5

土 

日 

日 

日 

金 

土 

平成19年度定期教室合同開講式 

ピアノ発表会 

 

 

公園まつり映画鑑賞会 【出口のない海】 

公園まつり映画鑑賞会 【ライアンを探せ！】 

関係者 

関係者 

無　料 

無　料 

入場無料 
整理券配付予定 

葛城市教育委員会 

西村ピアノ教室 

カラオケ喫茶　酔歌 

葛城市立新庄中学校 

葛城市 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

は休館日 

新庄文化会館 
當麻文化会館 

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　169－4600　當麻文化会館　148－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。 
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。 

未　　定 

未　　定 

 

 

  1 

  8

日 

日 

葛城市歌謡連合発表会 

春　音楽の夢　ピアノ発表会 

無　料 

無　料 

葛城市連歌謡連合会 
月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

展示室（マルベリーホール） 

69-59454/30～5/5 第13回写団葛城写真展 無　料 写団葛城 
期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

  9：00～17：00

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 2122232425262728 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 2122232425262728

2930

2930

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 木 金 土 日 月 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 日 月 日 月 火 水 火 水 木 金 水 木 土 日 日 月 水 木 土 金 土 火 月 火 水 金 土 木 金 土 日 月 木 金 土 火 日 日 水 木 日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 日 月 水 木 金 土 木 金 日 金 土 火 月 金 水 土 月 火 月 木 金 金 土 火 水 木 土 日 日 月 水 木 火 金 土 火 月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

  3

 3

 3

 3

  4

 4

 5

 5 1

カラオケ喫茶酔歌1周年記念 
歌と踊りの夢舞台 

69-5131【中央公民館】 
69-6961【コミュニティセンター】 

新庄中学校吹奏楽部 
第3回スプリングコンサート 



は整理休館日 

新庄図書館 
當麻図書館 

は休館日 

◎お問い合わせ　  新庄図書館　169－4646　當麻図書館　148－6000

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 2122232425262728 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 2122232425262728

2930

2930

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 木 金 土 日 月 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 日 月 日 月 火 水 火 水 木 金 水 木 土 日 日 月 水 木 土 金 土 火 月 火 水 金 土 木 金 土 日 月 木 金 土 火 日 日 水 木 日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 日 月 水 木 金 土 木 金 日 金 土 火 月 金 水 土 月 火 月 木 金 金 土 火 水 木 土 日 日 月 水 木 火 金 土 火 月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

  3

 3

 3

 3

  4

 4

 5

 5 1
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　 新庄図書館 當麻図書館
ワークショップ　住民主体のまちづくりへの方法論 木下勇 ○
図解表示のカラクリ 表示の謎研究会 ○
仕事中だけ《うつ病》になる人たち 香山リカ ○　　
パパッと塾弁 上田淳子 ○ ○
なんでそーなるの！萩本欽一自伝 萩本欽一 ○
読書会 山田正紀 ほか ○
シャトゥーン　ヒグマの森 増田俊成 ○
苦情こそ我が人生　窓口職員奮闘記 関名ひろい ○
むかつく二人 三谷幸喜 ○ ○
物しか書けなかった物書き ロバート・トゥーイ ○
★人類がいどむ「いのち」と再生 谷田和一郎 ○
★君になりたい　恋の短歌 穂村弘 ○
★こくはくします！ のぶみ ○
★タンタンのコンゴ探検 エルジェ ○ ○
★名前をつけるおばあさん キャスリン・ブラウン ○
★かみさまはひつじかい ターシャ・テューダー ○
★小説どろろ 辻真先 ○ ○
★宮本輝 宮本輝 ○
★大きなウサギを送るには ブルクハルト・シュピネン ○
★空飛ぶかえるの旅行家 Ｆ．Ｍ．ガルシン ほか ○

44 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
ごご
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

4
月
14
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

つ
み
き
城
の
ひ
み
つ
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

4
月
15
日(

日)

午
後
1
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
へ
や
　

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
　
話
…
お
だ
ん
ご
ぱ
ん

絵
　
本
…
ま
め
っ
こ
ひ
ろ
っ
て

ポ
ン
ポ
ン
ポ
ポ
ー
ン
　
ほ
か

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
　
話
…
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
つ
き
よ
の
か
い
じ
ゅ
う

★
新
庄
図
書
館

日
時：

4
月
28
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
…
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

大
型
絵
本
…
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し

紙
芝
居
…
ま
ん
ま
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ

ほ
か
　

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
た
に
し
長
者

お
　
話
…
び
ん
ぼ
う
こ
び
と

紙
芝
居
…
つ
ば
め
　
　
ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

司馬遼太郎と寺社を歩く
司馬　遼太郎／著

西遊記　決定版！大型絵本
全3巻

唐　亜明／文
于　大武／絵

司
馬
遼
太
郎
の
作
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

寺
や
神
社
が
登
場
し
ま
す
。
本
書
は
、
そ
れ

ら
の
中
か
ら
三
十
三
の
寺
と
神
社
を
精
選
し
、

作
品
の
抜
粋
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

寺
社
や
門
前
町
の
ガ
イ
ド
と
と
も
に
、
観
光

の
問
い
合
わ
せ
先
や
寺
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

記
載
さ
れ
て
い
て
、
実
際
に
で
か
け
る
の
に

も
便
利
で
す
。

司
馬
遼
太
郎
の
作
品
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

き
ん
と
雲
に
乗
っ
て
十
万
八
千
里
も
飛
び
、

自
由
自
在
に
七
十
二
と
お
り
の
変
身
を
す
る
孫

悟
空
の
冒
険
物
語
は
、
日
本
に
も
古
く
か
ら
伝

わ
り
、
広
く
愛
さ
れ
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
本
は
、
十
数
年
前
に
別
の
出
版
社
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
も
の
に
絵
を
加
え
、
デ
ザ
イ

ン
も
大
判
と
し
た
も
の
で
す
。
鮮
や
か
な
色
使

い
と
独
特
の
造
形
や
構
図
も
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。



市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 1（69）3001 または 當麻庁舎 1（48）2811まで。
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歴歴
史史
博博
物物
館館
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
19
年
度
春
季
企
画
展

『
こ
こ
は
葛
城
、
江
戸
時
代
』

※
江
戸
時
代
の
葛
城
地
域
の
町
や
産
業
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
　
期：

4
月
28
日(

土)

〜
6
月
24
日(

日)

▼
入
館
料：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【【
講講
演演
会会
】】

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
1
回
）

「
當
麻
寺
奥
院
の
歴
史
に
つ
い
て(

仮
題)

」

▼
日
　
時：

4
月
14
日(

土)

午
後
2
時
か
ら

▼
講
　
師：

川
中
光
教
氏(

當
麻
寺
奥
院
住
職
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
2
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

1
0
0
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

1
（
64)

1
4
1
4
ま
で
。

葛葛
城城
市市
ぼぼ
たた
んん
祭祭
期期
間間
中中
のの
行行
事事

當
麻
寺
・
石
光
寺
の
牡
丹
の
開
花
時
期
に
、

當
麻
寺
参
道
お
よ
び
石
光
寺
周
辺
に
ぼ
ん
ぼ

り
を
設
置
し
祭
の
雰
囲
気
を
演
出
し
、
期
間

中
に
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
間：

4
月
15
日
（
日
）
か
ら

5
月
15
日
（
火
）
ま
で
。

▼
主
な
行
事：

◆
4
月
23
日
（
月
）
二
上
山
「
岳
の
ぼ
り
」

受
付：

午
前
11
時

（
新
在
家
大
池
西
側
登
山
口
）

消消
費費
生生
活活
相相
談談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

4
月
9
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
　
所：

當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

新新
庄庄
クク
リリ
ーー
ンン
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
4
月
30
日
（
月：

振
替
休
日
）
は
休
日

で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
5
月
3
日
（
木：

憲
法
記
念
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み

収
集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
5
月
4
日
（
金：

み
ど
り
の
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み

収
集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：

西
室
・
東
室
・
柿
本
・

笛
堂
・
北
花
内
・
忍
海
・
薑
・
新
村
・

新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町
・
新
庄
・

葛
木
・
大
屋
・
北
道
穂
・
南
道
穂

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

指指
定定
工工
事事
店店
・・
責責
任任
技技
術術
者者
登登
録録

◆
葛
城
市
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

登
録
申
請
受
付

▼
受
付
期
間：

4
月
2
日(

月)

〜
27
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所：

葛
城
市
役
所

新
庄
庁
舎
2
階
　
下
水
道
課

▼
要
　
件：

・
過
去
5
年
以
内
に
指
定
試
験
機
関
が
行

う
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

合
格
、
ま
た
は
更
新
講
習
の
終
了
し
た
者
。

・
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
に

て
配
布
す
る
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
葛
城
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

指
定
申
請
受
付

▼
受
付
期
間：

5
月
1
日(

火)

〜
31
日(

木)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所：

葛
城
市
役
所

新
庄
庁
舎
2
階
　
下
水
道
課

▼
要
　
件：

・
葛
城
市
に
登
録
し
て
い
る
専
属
の
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
奈
良
県
内
に
営
業
所
に
相
当
す
る
店
舗

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
及
び
機
材

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
に

て
配
布
す
る
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
及
び
指
定
申
請
受
付
は
、
市

役
所
下
水
道
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

及
び
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
。

【【市立図書館から市立図書館から
特別貸出のお知らせ特別貸出のお知らせ】】

市立図書館では、4月23日（月）か
ら5月12日（土）の「こどもの読書週
間」にちなみ、貸出冊数を増冊します。
大人の方もこの機会をおおいにご利用
ください。貸出期間は2週間です

増冊期間 : 4月17日(土)～5月13日(日)
お一人10冊まで

◆
4
月
30
日
（
月
）「
葛
城
物
語
探
訪
」

近
鉄
磐
城
駅
を
出
発
点
と
し
て
ガ
イ
ド
と

と
も
に
、
6
つ
の
物
語
に
関
す
る
史
跡
を
訪

ね
ま
す
。（
行
程
12
km
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

※
参
加
希
望
者
の
方
は
、
観
光
協
会
へ
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
電
話
申
込
み
可
）

当
日
受
付：

午
前
9
時
か
ら
9
時
20
分

（
近
鉄
磐
城
駅
前
）

解
散：

午
後
3
時
頃
（
葛
城
市
相
撲
館
）

◆
5
月
14
日
（
月
）「
當
麻
寺
練
供
養
会
式
」

時
間：

午
後
4
時
か
ら

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
観
光
協
会

ま
た
は
農
林
商
工
課
ま
で
。

昨年の岳のぼりの様子
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自自
衛衛
官官
募募
集集

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
幹
部
候
補
生
募
集
種
目
・
応
募
資
格：

「
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
」

●
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満

〔
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
）〕

●
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者(

見
込
み)

は
28
歳
未
満

〔
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、

理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
〕

「
歯
課
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
」

◇
歯
　
科

●
専
門
の
大
学
卒(

見
込
み)

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

◇
薬
剤
科

●
専
門
の
大
学
卒(

見
込
み)

で
20
歳
以
上
26
歳
未
満

〔
薬
学
修
士
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
〕

▼
受
付
期
間：

4
月
1
日(

日)

〜
5
月
11
日(

金)

▼
試
験
期
日：

1
次
　
5
月
19
日(

土)

・
20
日(

日)

（
20
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

2
次
　
6
月
下
旬(

1
次
試
験
合
格
者
の
み)

2
等
陸
・
海
・
空
士
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格：

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

（
学
歴
不
問
）

▼
受
験
期
間：

年
間
を
通
じ
て
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

1
0
7
4
4(

27)

9
6
0
0

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

(

U
R
L)

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara

(

携
帯
用)

http://www.mod.go.jp/pco/nara/i-top.htm

ま
で
。

増増
改改
築築
相相
談談

▼
日
　
時：

4
月
1
日(

日)

・
5
月
6
日(

日)

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
　
所：

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先：

1
（
48
）
5
3
7
5

▼
日
　
時：

4
月
28
日(

土)

午
後
１
時
〜
午
後
5
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先：

1
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、

右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計
画
課
ま
で
。

葛葛
城城
市市
観観
光光
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
会会

会会
員員
募募
集集

葛
城
市
を
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
本
市
の
す
ば
ら
し
い
自
然
や
歴
史
、

文
化
な
ど
を
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
「
葛
城

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、

葛
城
市
の
観
光
や
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
勉
強

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
方
々
に
、
本
市
の
す
ば
ら
し
い

「
宝
」
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
相
撲
館

1
（
48
）
4
6
1
1

ま
で
。

アア
スス
ベベ
スス
トト
なな
どど
分分
析析
調調
査査
にに

補補
助助
金金
交交
付付
のの
おお
知知
らら
せせ

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る

既
存
の
民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ど
の
分
析
調
査
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
築
物：

市
内
で
多
数
の
人
が
利
用
す
る
民
間

の
建
築
物
（
店
舗
・
診
療
所
・
事
務
所

な
ど
）
の
共
同
で
利
用
す
る
部
分

※
個
人
の
住
宅
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
補
助
対
象
者：

市
内
で
補
助
対
象
建
築
物
を
所
有
し

て
い
る
人

（
共
有
建
築
物
の
場
合
は
、
共
有
者
全

員
の
合
意
に
よ
る
代
表
者
）

▼
補
助
対
象
ア
ス
ベ
ス
ト：

ひ
る
石
・
パ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
を
除
く

ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
な
ど
）

▼
補
助
対
象
経
費：

1
カ
所
9
0
、
0
0
0
円
を
限
度
額

と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に
要
し

た
必
要
経
費

▼
補
助
金
額：

必
要
経
費
の
2
／
3

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

事事
業業
主主
のの
皆皆
様様
へへ

労労
働働
保保
険険
年年
度度
更更
新新
のの
時時
期期
でで
すす

平
成
19
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
4

月
1
日
か
ら
5
月
21
日
ま
で
の
間
で
す
。

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
期

間
内
に
平
成
18
年
度
概
算
保
険
料
の
確
定
精

算
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
19
年
度
の
概
算

保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

す
べ
て
の
労
災
適
用
事
業
場
の
事
業
主
の
方

に
、
一
律
1
0
0
0
分
の
0.
0
5
の
「
一

般
拠
出
金
」
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

1
0
7
4
2(

32)

0
2
0
3
ま
で
。

西暦2010年開催 

平城遷都1300年 
記念事業を成功させよう！ 
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◆人口　３５，８５３人　◆世帯数　１２，２９０戸 

◆男　１７，２５７人　◆女１８，５９６人　 

　　　　　　　　　　　　 ２００７年３月１日現在 

4月    April

●日時　4月12日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　4月19日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　4月26日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
1 69-3001

●日時　4月19日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　4月26日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　1 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市本町1397

香芝市役所
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（1 0742(22)2035）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　葛城市、大和高田市、橿原市、御所市、
香芝市、桜井市、宇陀市、北葛城郡、
高市郡、磯城郡、宇陀郡、東吉野村に
お住まいの方


